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Abstract

In the present paper, the authors report the results of thermoluminescence (TL) dating of the 

bricks from a modern structure, and discuss the validity of this method. TL method is a typical and 

well-used tool for estimating the age of heated relics. In this research, TL dating method applied to 

the bricks of the brickwork foundation of an officer’s mess hall which were excavated at the site of 

the 53th Infantry Regiment on the campus of Nara University of Education. In 1909, the 53 Infantry 

Regiment was located in the site, where the campus of Nara University of Education is now located. 

The Infantry Regiment site was first discovered in 2008. This site was excavated continuously between 

2008 and 2011. And, the samples were collected at the Infantry Regiment site in 2011. The samples 

were measured according to the protocol of multiple aliquot additive dose. The TL age averaged for all 

samples is 96±10 years before present. Thus the results of the present work indicate that the bricks 

were burnt in the period around the early 20th century. The results are consistent with the ages shown 

from the archaeological aspects of view. The TL dating method was successfully applied to the modern 

burnt bricks. And the above result suggest that TL dating method is a valid technique for the research 

on the history of modern times.

１ ．はじめに

現在奈良教育大学が立地している敷地は、その大半が
奈良時代には新薬師寺の旧境内であった場所である。新
薬師寺が10世紀に衰退して以降の詳細は明らかではない

が、少なくとも近世には田畑として利用されていたこと
がわかっている（1）。近代になると、日露戦争後の軍備
拡張に伴う聯隊の増設に伴って、同地は1897年（明治30
年）に京都深草の陸軍歩兵第38聯隊の管轄下に置かれた。
1908年（明治41年）に奈良市に聯隊が置かれることにな
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り、翌年に新兵舎に歩兵第53聯隊が転営され衛戍地（え
いじゅち）が設置された。その後、1925年（大正14年）
には第一次大戦後の軍縮に伴い第53聯隊は廃止され、代
わって京都深草から歩兵第38聯隊が転営し常駐、同隊が
移駐後は1941年（昭和16年）に歩兵第153聯隊が編成さ
れた。その後、岐阜陸軍航空整備学校奈良教育隊、奈良
航空教育隊（空565部隊）を経て終戦を迎えている。終
戦後の1945年（昭和20年）には同地は米軍に接収され、
米軍キャンプ奈良Ｃ地区が置かれている。そして、1958
年（昭和33年）に奈良学芸大学（現奈良教育大学）が移
転され、現在に至っている。現在も敷地内には陸軍歩兵
聯隊関係の煉瓦構築物が残されており、例えば1908年に
竣工され糧秣庫として使用された煉瓦造平屋建て建物が
奈良教育大学教育資料館として利用されている。この教
育資料館は、奈良県内に現存する明治期の数少ない煉瓦	
構築物および戦争遺跡として著名なものとなっている（2）。
2008年（平成20年）、奈良教育大学構内北東隅の建物
老朽化による建て替えに伴う発掘調査が行われた。新薬
師寺旧境内遺跡が検出されたことで注目された発掘で
あったが、新薬師寺旧境内遺跡よりも上層の部分から陸
軍歩兵聯隊に関連する遺構が検出され煉瓦造りの基礎を
伴う大型建物跡が発見された（3）。奈良県内において近
代の戦争遺構が検出されることは稀であり、陸軍歩兵聯
隊遺跡の発見は奈良における近代研究にとって重要な発
見となっている。なお、軍事施設であったことから陸軍
歩兵聯隊遺跡の詳細な当時の記録は残されてはいない
が、関係者などからの情報によりある程度の施設配置が
判明している。それによると、発見されたこの煉瓦造り
の基礎を伴う大型建物は陸軍歩兵聯隊の将校集会所と考
えられる。その後に数度行われた追加発掘に際しても、
同様に煉瓦造り基礎の一部が検出されている。教育資料
館と同時期の建築物であるならば1908年頃に建てられた
ものと考えられる。
今回、陸軍歩兵聯隊遺跡から出土した焼成煉瓦を分析
対象とし、煉瓦造りの基礎を伴う大型建物が建てられた
年代の評価を試みた。発掘の成果などから、煉瓦の焼造
年代は1908年頃と考えられているが、歩兵第53聯隊の転
営以降にも部隊や所属の変遷が見られることや、終戦後
に米軍に接収されていることなどから、改築や補修など
煉瓦の由来についてもいくつかの可能性が残る。そこで、
焼造年代が評価できる熱ルミネッセンス法（以下、ＴＬ
法）を適用することにより、奈良教育大学（旧奈良学芸
大学）が設置される以前の同敷地の利用についての年代
的情報を抽出することを試みた。また、ＴＬ法は被熱考
古遺物の年代を測定する有力な方法であるが、近代以降
の遺物に適用した例は市川らの瓦の分析例など非常に限
られたものとなっている（4）。一般にＴＬ法は数十万年
前から数百年前までの遺物に適用されることが多く、そ

れより若い時代の年代を測定する方法としての有効性を
十分に示し得ているとはいえない。そこで、本研究では
近代被熱遺物の年代測定法としてのＴＬ法の実効性も併
せて検証した。

２ ．測定方法

ＴＬ法は、土器などの被熱考古遺物の年代測定に適
用する代表的な手法として知られている（5）。ＴＬ法は、
1960年代から研究が始まった環境放射線による放射線損
傷を応用した自然科学的年代測定法であり、ＴＬ現象を
利用して年代測定を行う方法である（6）。ＴＬ法では一
般に石英や長石類などのルミネッセンス鉱物が試料とし
て用いられる。天然に存在する石英などの結晶には様々
な格子欠陥が生じており、エネルギー的に不安定な状態
となっている。このような結晶が放射線を吸収したとき、
そのエネルギーの一部が価電子帯にある電子に与えられ
て電子と正孔の対が生成される。エネルギーバンドモデ
ルで説明すると、フェルミ準位を境として価電子帯と伝
導体の付近の禁止帯には電子捕獲中心と正孔中心が形成
されており、電子は価電子帯から伝導帯に励起されたの
ち電子捕獲中心へ、正孔は正孔中心に捕獲され準安定状
態となる。このとき電子捕獲中心が安定ならば電子はそ
こにとどまろうとするため、吸収した放射線量に比例し
て捕獲された電子の数は増加する。この状態の結晶に熱
刺激を与えると、電子捕獲中心の電子は再び励起され伝
導帯を移動して正孔中心の正孔と結合し、正孔中心のエ
ネルギー状態に依存した波長のルミネッセンスを放出す
る。この現象がＴＬ現象である。
土中などに含まれる天然の石英などのルミネッセンス
鉱物は、高温に曝されたり強い光に曝されたりしない限
りは結晶が生成されて以来の放射線損傷により電子捕獲
中心に電子を蓄積した状態となっている。この状態で高
温に曝されると蓄積していた電子が解放され電子捕獲中
心は空の状態となる。ＴＬ法ではこれをゼロイングと呼
ぶ。このゼロイングが年代測定にとって最も重要なイベ
ントである。明治期の煉瓦焼成技術を考慮すると、煉瓦
は焼成時に1000℃を超える高温に曝されており、本研究
の場合は煉瓦の焼成時にゼロイングがなされていること
になる。ゼロイング後、周辺土壌などからの放射線によ
り測定までの間に吸収した放射線量にふさわしい量の電
子が電子捕獲中心に蓄積される。石英などのＴＬ法に適
した鉱物の場合、放出されるルミネッセンスの発光強度
が蓄積された放射線量に比例する。この性質を利用して、
ゼロイングから測定時までに吸収した放射線量（蓄積線
量、paleodose；ＰＤ）を評価する。この蓄積線量を試
料が一年間に吸収する放射線量である年間線量（annual	
dose；ＡＤ）で除することにより、ゼロイングからの経
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過年代を評価することが可能となる。	

３ ．測定対象

今回測定対象としたのは、2011年の発掘調査の際に検
出された陸軍歩兵聯隊遺跡将校集会所煉瓦造り基礎から
サンプリングした煉瓦試料 5点（煉瓦試料01～05）であ
る（写真 1）。これらの煉瓦は長手からみると平手面の
一方が緩やかに波打っており手抜成形で製作されている
ことがわかる（7）。また、寸法は幾分バラツキはあるも
ののおおよそ225×105×60mm程度である。製作法およ
び寸法は奈良教育大学教育資料館で使用されている煉瓦
とほぼ同一である。出土した煉瓦の多くは無刻印である
が、一部に刻印煉瓦が存在している。刻印は複数種類認
められ不明なものもあるが、「×」印が刻まれたものが
複数存在することから近代日本における煉瓦生産におい
て重要な役割を担った「岸和田煉瓦」製の煉瓦が利用さ
れていたことがわかる（8）。
本研究では、希少な刻印煉瓦を破壊を伴う分析の対象
とは出来ないため測定対象とした煉瓦はいずれも無刻印
の煉瓦とした。なお、製作法および寸法は同様である
が、胎土の特徴は大別すると 2種類存在し刻印も複数種
存在することから製作地や製作時期の異なる可能性もあ
る。よって、あえて胎土の特徴の異なる 2種類の煉瓦を
測定試料として選択し分析を行った。煉瓦試料01、煉瓦
試料02、煉瓦試料03、煉瓦試料05はほぼ完形試料であり、
煉瓦試料04は破片である。煉瓦試料01、煉瓦試料04、煉
瓦試料05の胎土は一様に赤褐色で比較的均一な粒度であ
る。一方、煉瓦試料02および03の胎土は、赤褐色の胎土
中に黄白色の練り痕が流水文状に認められ、胎土中にや
や粗い砂粒を含むなど他の 3試料とは異なる特徴を示し
ている。

写真 １　煉瓦試料0２

４ ．試料採取および試料処理

分析対象とした煉瓦試料は、いずれも発掘現場におい
て直接サンプリングを行った。サンプリングを行った煉
瓦造り基礎は煉瓦をモルタルの目地で継いだ構造であっ
たため、ハンマーおよびノミを用いてモルタルを粉砕し
煉瓦を切り離して採取した（写真 2）。煉瓦試料04のみ
は煉瓦の大半が土中に埋まっていたため、サンプリング
可能な部位をハンマーで打ち割って採取を行った。

写真 ２　発掘現場におけるサンプリング

観察の結果、測定対象とした煉瓦試料は胎土中に石英
を多く含んでおり潤沢な試料採取が可能であったため石
英粗粒子法（9）による蓄積線量の評価を行った。蓄積線
量評価用の試料採取は、すべて暗室内（暗赤色灯下、照
度 1 lx以下）で以下の手順で行った。まず、発掘現場に
おけるサンプリング後、50℃の恒温槽で 2週間程度乾燥
させた。その後、煉瓦試料04以外の 4試料から数百ｇ程
度をダイヤモンドカッターで切り取り、外面部および切
断部の表面を深さ数mmまでをミニター株式会社製の超
硬カッター（以下、超硬カッター）で除去した。これは、
外部からのβ線の影響の排除と切断に伴う被摩擦部の除
去を行うためである。煉瓦試料04についても、露光およ
び外部からのβ線の影響を排除するため表面から深さ数
mmまでを超硬カッターで除去した。次いで、これらの
煉瓦片をアルミ板で挟み万力を用いて徐々に圧力を加え
ながら粉砕した。この時に過剰な摩擦および圧力を加え
ないように注意しながら作業を行った。その後、標準篩
で50～500μmの鉱物を選択し試料を採取した。その後
10％の過酸化水素水で16時間処理を行い有機物の除去を
行った。さらに、蒸留水で洗浄して50℃の恒温槽で乾燥
の後、炭酸塩鉱物を除去するために20％の塩酸で120分
間処理を行った。これを蒸留水で洗浄後、50℃の恒温槽
で乾燥させ、標準篩で50～250μmの鉱物を選択しフラン
ツ型マグネティックセパレーターで非磁性鉱物と磁性鉱
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物に分離した。分離した非磁性鉱物を20％のフッ化水素
酸で120分間処理し、長石等を融解し試料を石英のみと
した。また、このフッ化水素酸処理で石英の表面を薄く
溶かし（エッチング）、石英に対するα線の寄与をなく
した。蒸留水で洗浄後、50℃の恒温槽で乾燥させ、標準
篩で石英を250～75μmの粒度にそろえ石英粗粒子試料と
した。
年間線量測定用の試料には、煉瓦の胎土および煉瓦の
周辺土壌を用いた。試料採取および処理は、以下の通り
である。まず、含水率評価のために発掘現場でサンプリ
ングした試料（煉瓦および周辺土壌）をサンプリング後
に速やかに重量を測定し、その後恒温槽で 2週間程度乾
燥させ乾燥重量測定を行った。煉瓦試料に関しては、蓄
積線量評価用の試料採取の際に超硬カッターで除去した
表面部由来の粉末試料を利用し測定試料とした。周辺土
壌試料に関しては乾燥後乳鉢で粉砕して測定試料とし
た。

５ ．蓄積線量および年間線量の評価

５. １. 蓄積線量の評価
蓄積線量の測定には、DAYBREAK社製のTL/OSL自
動測定装置-1150	TL	SYSTEM-を使用した。測定条件
は、昇温速度10.0℃ /sec、最高温度500℃、検出波長域
350-470nm（光学フィルタはCorning	7-59およびSchott	
BG-39）である。
蓄積線量の評価には、石英粗粒子法によるMultiple	
aliquot	additive	dose（ＭＡＡＤ）法（10）を用いた。ＭＡＡＤ法	
は、Natural試料（被熱時からの自然放射線のみ吸収し
た試料）と任意の線量の放射線を照射した付加線量試料
を測定し、生長曲線を作成して等価線量（Equivalence	
dose；ＥＤ）を評価する方法である。測定では60Coによ
るγ線照射によって任意の放射線量を付加した。吸収し

た放射線量に対し、試料のＴＬ強度が直線的に増加する
なら等価線量は蓄積線量であるが、一般的に低線量領域
において生長曲線の傾きは異なり補正が必要となる（ス
プラリニア領域）。そこで、蓄積線量を正確に評価する
ためスプラリニアリティ（Supralinearity;	ＳＰＲ）補正
を行った。スプラリニアリティ補正値の測定は、アニー
ル（熱処理）した試料に付加線量を照射して測定する。
アニール条件は350℃で60分間とした。得られた補正値
を等価線量に加えたものが蓄積線量となる。また、等価
線量評価のための積算温度領域はプラトーテストにより
最適領域を求めた。ＴＬ測定では、 1回の測定に試料
5 mgを用い、各線量で 5回の測定を行った。等価線量
およびＳＰＲ補正値は最小二乗法による直線回帰により
評価した。

５. ２. 年間線量の評価
本研究では、γ線スペクトロメトリーを応用した間接
測定法に基づいて年間線量の評価を行った。間接測定法
は、試料中の放射性元素含有量を評価し、Adamiecらの
換算式を用いて年間線量を算出する方法である（11）。Ｔ
Ｌ法で考慮する必要がある放射線にはα線、β線、γ
線、そして宇宙線が存在する。これらはそれぞれ飛程が
異なっており、年間線量を評価する際には注意する必要
がある。土壌中における各放射線の飛程は、α線が約
0.1mm、β線が約 2 mm、γ線が約300mm程度である。
先述のように蓄積線量評価用の試料採取の際に表面から
数mmの深さまで除去するため、α線およびβ線に関し
ては試料周辺環境からの影響を考慮する必要はない。ま
た、フッ化水素酸処理によって石英粒子の表面をエッチ
ングする石英粗粒子法ではα線の影響を考慮する必要は
なく、内部被曝も生じないため、β線に関しては煉瓦胎
土由来のβ線量のみを評価すればよい。一方、γ線と宇
宙線は飛程が長いため周辺環境由来の放射線量も評価し

図 １　発掘現場における煉瓦試料採取位置 図 ２　埋蔵状況下におけるγ線の影響範囲（断面図）
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なければならない。本研究で対象とした煉瓦試料は、か
つて建築物の基礎として用いられていたものである。記
録などから、木造 2階建ての建物であったと考えられる。
1949年（昭和24年）に米軍が撮影した空中写真を見る
と、発掘調査地には将校集会所であったと考えられる南
北に細長い建築物の存在が確認できる（12）。国土地理院
が1961年（昭和36年）に撮影した空中写真では、同地は
空き地となっていることが確認でき（13）、1958年の奈良
学芸大学の移転後の早い時期には発掘時の状況と同様と
なっていたと考えられる。ただし、それ以前の環境に関
しては不明な点が多く正確な検討は困難である。このた
め本研究では、出土時の環境が煉瓦造り基礎建設時から
続いていたと仮定して年間線量を評価した。煉瓦試料は、
図 1で図示したように煉瓦造り基礎の上端部から採取し
ている。土中のγ線の飛程は約300mm程度であること
から、影響範囲を球として考えた場合おおよそ50%が煉
瓦造り基礎に由来し、残る50%が周辺土壌に由来するこ
とになる（図 2）。このため、煉瓦の個体毎の差違を考
慮して分析対象とした煉瓦試料 5点の平均γ線量と、周
辺土壌 3点の平均γ線量をそれぞれ採用し、年間γ線量
として評価した。また、宇宙線量については日本の平地
における平均的な年間宇宙線量である0.15mGy/aを採用
した（14）。
煉瓦胎土中および周辺土壌中の放射性元素含有量は、
低バックグラウンド鉛および無酸素銅で遮蔽した高純
度Ge検出器を用いたγ線スペクトロメトリーにより評
価した。試料を粉末状にしたもの30gを57.5×64.0×2.5	
mmのプラスチックケースに詰め、厚さ0.04mmのポリ
チャック袋に内包して測定し、独立行政法人産業技術総
合研究所が提供している岩石標準試料（JG-1a、JR-1、
JA-3、JB-2、JB-3）を同一条件で測定し、検量線法に
よりＫ、Ｕ、Ｔｈの含有量を評価した。また、考古試料
は土中埋蔵時に地下水などを含んでおり、放射線は試料
に到達するまでに水にある程度吸収されることになる。
よって、年代値を正確に評価するには含水率補正が必要
となる。煉瓦試料および周辺土壌を発掘現場でサンプリ
ングしたのち速やかに重量を測定し、これを土中におけ
る基準含水状態と仮定した。その後、50℃の恒温乾燥槽
で 2週間程度乾燥させ、乾燥による重量変化がなくなっ
た時点で乾燥重量を測定した。この含水重量と乾燥重量
を用いてZimmermanの補正式（15）により含水率補正を行
い、年間線量を評価した。

６ ．測定結果と考察

蓄積線量の分析結果を表 1に示した。また、煉瓦胎土
および周辺土壌中のＫ、Ｕ、Ｔｈの含有量評価結果と評
価された年間β線量と年間γ線量を表 2および表 3に示

した。そして最終的に評価された年間線量を表 4に、Ｔ
Ｌ年代値の評価結果を表5に示した。また、煉瓦試料01
のＥＤ測定時のグローカーブおよび生長曲線を図 3およ
び図 4に、煉瓦試料01とは胎土の特徴の異なる煉瓦試料
02についても同じく図 5および図 6に示した。
図 3～図 6に例示したように、今回分析対象とした煉
瓦試料はいずれもＴＬグローカーブのまとまりがよく、
生長曲線の線量依存性も良好であり、再現性の高い蓄積
線量評価が可能であった。いずれの試料も最小二乗法に
よる直線回帰により等価線量を評価し、ＳＰＲ補正を
行って蓄積線量を評価した。年間線量に関しては、先述
のように年間β線量に関しては各煉瓦試料の胎土から評
価し、年間γ線量については埋蔵時の環境を考慮して煉
瓦試料胎土の平均年間γ線量と周辺土壌の平均年間γ線
量をそれぞれ50%寄与すると仮定して評価した。蓄積線
量と年間線量の評価結果から、煉瓦試料01から煉瓦試料
05のＴＬ年代値の評価結果は表 5に示したように、100
±30年前、94±18年前、95±22年前、94±24年前、97±
14年前となり、よくまとまった年代値を示した。測定年
である2012年を基準として西暦年で示すと、1912±30年、
1918±18年、1917±22年、1918±24年、1915±14年となっ
た。平均年代値は96±10年前（西暦1916±10年）となる。
分析試料をサンプリングした煉瓦造りの基礎を伴う大型

表 １　蓄積線量の評価結果（Gy）

Sample	No ＥＤ ＳＰＲ ＰＤ
煉瓦試料01 0.35±0.08 0.02±0.07 0.37±0.10
煉瓦試料02 0.27±0.03 0.08±0.04 0.35±0.05
煉瓦試料03 0.44±0.07 -0.05±0.05 0.39±0.08
煉瓦試料04 0.37±0.05 -0.02±0.07 0.36±0.09
煉瓦試料05 0.53±0.04 -0.14±0.01 0.39±0.04

表 ２　煉瓦胎土と周辺土壌中のＫ、Ｕ、Ｔｈの含有量

Sample	No Ｋ（%） Ｕ（ppm） Ｔｈ（ppm）
煉瓦試料01 2.22±0.14 3.59±0.08 14.5±0.8
煉瓦試料02 1.92±0.14 3.90±0.13 15.7±1.0
煉瓦試料03 2.22±0.15 3.36±0.30 14.0±0.8
煉瓦試料04 2.01±0.14 3.13±0.20 12.9±1.4
煉瓦試料05 2.17±0.14 3.35±0.20 13.8±0.4
周辺土壌01 1.80±0.13 3.89±0.19 13.5±0.8
周辺土壌02 1.72±0.13 3.63±0.10 13.0±1.1
周辺土壌03 1.80±0.13 3.29±0.13 13.5±0.9

表 ３　煉瓦胎土と周辺土壌由来の年間線量（mGy/a）

Sample	No 年間β線量 年間γ線量
煉瓦試料01 2.17±0.40 1.35±0.05
煉瓦試料02 2.18±0.43 1.46±0.05
煉瓦試料03 2.51±0.38 1.52±0.05
煉瓦試料04 2.25±0.10 1.38±0.07
煉瓦試料05 2.52±0.38 1.53±0.05
周辺土壌01 2.07±0.08 1.35±0.04
周辺土壌02 2.06±0.10 1.35±0.11
周辺土壌03 1.97±0.08 1.28±0.04
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建物は奈良教育大学教育資料館と同時期の1908年頃に竣
工された可能性が高く、分析結果は調和的な年代値を示
している。全体としてやや若い年代値が得られている
が、誤差範囲を考慮すれば1908年頃に煉瓦試料が焼造さ
れたと考えて問題はない。なお、本研究では埋蔵時の環
境を煉瓦造り基礎が築かれた時から不変であると仮定し
たが、実際には将校集会所が上部に築かれていたことが
わかっている。また、将校集会所は木造 2階建てであっ
たとの記録があり、同時期の同様の建物の例から検討す
ると、今回測定対象とした煉瓦が用いられていた部位は
建物が使用されていた時には地面直上に露出した環境で
あったと推測される。このことから、周辺土壌由来の年

間γ線量は埋蔵以降とそれ以前とでは大きく異なってい
たと考えられる。この場合、埋蔵以前は年間線量が数%
から十数%程度少なかったと考えられ、今回評価したＴ
Ｌ年代値は実際よりやや若く評価されている可能性が高
い。また、ＴＬ年代値が全体としてまとまって評価され
ていることは、これらの煉瓦が同時期に製作・利用され
現在に至っていることを示唆するものといえる。これら
のことを総合すると、本研究で測定対象とした煉瓦試料
は1908年頃に焼造され、陸軍歩兵第53聯隊の将校集会所
の煉瓦造り基礎として利用され、その後の変遷や米軍の
接収期間を通じて大規模な改修などを伴わずに利用され
続け、1958年の奈良学芸大学の移転に伴い土中に埋蔵さ

表 ４　年間線量の評価結果（mGy/a）

Sample	No 年間β線量 年間γ線量 宇宙線量 ＡＤ
煉瓦試料01 2.17±0.40 1.39±0.09 0.15 3.71±0.41
煉瓦試料02 2.18±0.43 1.39±0.09 0.15 3.72±0.44
煉瓦試料03 2.51±0.38 1.39±0.09 0.15 4.04±0.39
煉瓦試料04 2.25±0.10 1.39±0.09 0.15 3.79±0.13
煉瓦試料05 2.52±0.38 1.39±0.09 0.15 4.06±0.39

表 ５　ＴＬ年代値の評価結果

Sample	No ＰＤ（Gy） ＡＤ（mGy/a） ＴＬ年代値（年前）
煉瓦試料01 0.37±0.10 3.71±0.41 100±30
煉瓦試料02 0.35±0.05 3.72±0.44 94±18
煉瓦試料03 0.39±0.08 4.04±0.39 95±22
煉瓦試料04 0.36±0.09 3.79±0.13 94±24
煉瓦試料05 0.39±0.04 4.06±0.39 97±14

図 ３　煉瓦試料0１のＥＤグローカーブ

図 ５　煉瓦試料0２のＥＤグローカーブ 図 ６　煉瓦試料0２のＥＤ生長曲線

図 ４　煉瓦試料0１のＥＤ生長曲線
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れ2011年の出土へと至ったと考えることが妥当である。	

７ ．まとめ

以上のように、ＴＬ分析により明治期の煉瓦の焼成年
代を高い確度で評価することができた。このことは、Ｔ
Ｌ法が近代における被熱考古遺物の年代測定法として実
効的なものであることを示している。また、不明な点の
多い近代の奈良における煉瓦利用や戦争遺跡に関する新
たな知見を明らかにすることができた意義も大きい。今
後は、これまであまりＴＬ法が用いられてこなかった近
代から近世の被熱考古遺物の年代測定を積極的に実施
し、産業考古学的な見地からも研究を進めていきたい。
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